


























































































































































































































































































































































































番号 新聞名 見出し 内　　容 その他
1 朝日 保育園は多文化社会 多国籍化が進む保育園・ 資料有（外国籍の出生
01．10．23 幼稚園 数）





3 朝日 町に増える韓国人花 津南町の外国人花嫁 資料有（新潟県内の朝
OZO2．α7嫁 鮮半島出身者）
4朝日 永住外国人：住民投 永住外国人への住民投票 村西俊雄滋賀県米原町
02．02．13票で町づくり参加を 資格付与（全国初） 長：私の視点
5 新潟日報 壁克服し大きな自信 小学校での日本語教育
02．04．30に （新発田市、中条町）
6 朝日 この街で：にいがた 新潟の韓国・朝鮮人社会
02．05．02コリアン物語①～⑤ のスケッチ
～05．06
7 朝日 増える偽装中国孤児 中国残留日本人孤児の家
02．05．29家族 族を装った不法入国
8 朝日 あまりに狭い「亡命」 グローバル化時代の難民 本間浩駿河台大学教授
02．06．05の門 と日本について による論考
9 朝日 「出稼ぎ日系人」受 日本での生活にとけ込め
0≧06．12け入れ12年：異国ず、心を病んだ末に帰国の孤独、心病む した日系ブラジル人





12朝日 外国人労働者：保護 中小・零細企業で働く外 社説：市民団体「移住






























20毎日 韓国籍へ進む書き換 揺れる「在目」：日朝首 資料有（在日韓国・朝
02．03．20え 脳会談から半年⑤ 鮮人の国籍）






24朝日 祖国の法律案を作っ 甲斐峰雄「難民は『お荷 『ひと』欄
02．0621た元インドシナ難民 物』ではない。国同士の
掛け橋になれるんです」
25朝目 外国人労働の虚実： シリーズ「ダウンサイジ 資料有（「技術」の在
03．0622人材開国、生みの苦 ングにっぽん：少子高齢 留資格で滞在する外国
しみ 社会の衝撃」第1部⑧ 人について）
26新潟日報 国籍の壁に果敢に挑 社会の多民族化に対応し 岡本雅亨福岡県立大学
03．0＆06戦：移住労働者の権 て、日本の同条約批准は 助教授の論考
利条約発効（国連） 現実的課題




















33朝日 新大久保、食の交差 エスニック・レストラン 資料有（新大久保駅周
04．01．07点 紹介 辺「食」マップ）

































42朝日 新潟のイフ：刑務所 新潟刑務所事情 外国人は126人、日常
04．03．20誘致に熱心だったら 会話程度の日本語が理
解できることが前提条
件
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［参照文献］
梶田孝道（編）、2001、『国際化とアイデンティティ』ミネルヴァ書房
桜井啓子、2003、『日本のムスリム社会』ちくま新書
田中宏、1995、『在目外国人新版：法の壁、心の溝』岩波新書
田中宏（編）、2002、『在日コリアン権利宣言』岩波ブックレット
鄭暎恵（チョン・ヨンへ）、2003、『〈民が代〉斉唱：アイデンテイテイ・国民国家・ジェンダー』岩
　波書店
初瀬龍平（編）、1985／1988［増補改訂版コ、『内なる国際化』三嶺書房
馬場伸也、1980、『アイデンティティの国際政治学』東京大学出版会
南方暁・柴田幹夫他、2003、『留学生と新潟の国際化』　（ブックレット新潟大学）新潟日報事業社
宮島喬、2003、『共に生きられる日本へ：外国人施策とその課題』有斐閣選書
宮島喬・小倉充夫・加納弘勝・梶田孝道（編）、2002、『国際社会（全7巻）』東京大学出版会
ラミス・C・ダグラス（加地永都子訳）、1981、『内なる外国：〈菊と刀〉再考』時事通信社
資料1：共同研究・研究会開催一覧
2002年度
　第1回研究会
　第2回研究会
　第3回研究会
　第4回研究会
　第5回研究会
　第6回研究会
　第7回研究会
公開研究会＊
　2002年　6月　3日
　2002年　7月　1日
　2002年　9月　9日
　2002年10月29日
　2002年11月26日
　2002年12．月19日
　2003年　1月28日
2003年　2．月24日
＊講師：金振謙さん（在日本大韓民国民団新潟県地方本部事務局長）
　演題：在日外国人と日本社会一在目韓国・朝鮮人を中心に一
2003年度
第1回研究会
第2回研究会
第3回研究会
第4回研究会
第5回研究会
2003年　6月　2日
2003年　7月　7目
2003年10月14日
2003年12月11目
2004年　1月31目
資料2：共同研究購入書籍一覧
安土茂、2000、『逮捕されたらどうなる』日本文芸社
阿部浩己、2003、『国際人権の地平』現代人文社
アルク日本語出版編集部（編）、2003、『日本語教育能力検定試験：完全攻略模擬テスト問題』アルク
アルク地球人ムック、2002、『外国人がよくきく日本語・日本事情Q＆A』アルク
14
アルク地球人ムック、2003、『日本語教師まるごとガイド2003年版』アルク
タ健次（ユン・コォンチャ）、2001、『「在目」を考える』平凡社
池上重弘、2001、『ブラジル人と国際化する地域社会：居住、教育、医療』明石書店
石田武臣・近藤博徳・三木恵美子・梓澤和幸、1999、『外国人問題弁護ノート』アルク
上田博人（編）、2002、『日本語学と言語教育』東京大学出版会
鹿島央、2002、『日本語教育をめざす人のための基礎から学ぶ音声学』スリ　一一・エーネットワーク
太田晴雄、2000、『ニューカマーの子どもと日本の学校』国際書院
小川津根子、1995、『祖国よ：「中国残留婦人」の半世紀』岩波書店
外国人研修生問題ネットワーク（編）、2000、『まやかしの外国人研修制度』現代人文社
月刊社会教育編集部（編）、1993、『日本で暮らす外国人の学習権：国際化時代の社会教育』国土社
韓光煕（ハン・クァンヒ）、2002、　『わtOS’朝鮮総連の罪と罰』文芸春秋社
監獄法改悪とたたかう獄中者の会（編）、1999、『全国監獄実態（増補普及版）』緑風出版
共同通信社編集局JK取材班（編）、2003、『日本・コリア新時代：またがる人々の物語』明石書店
金英達（キム・ヨンダル）、2003a、『朝鮮人強制連行の研究（金英達著作集皿）』明石書店
金英達、2003b、『在日朝鮮人の歴史（金英達著作集皿）』明石書店
小内透・酒井恵真（編）、2001、　『日系ブラジル人の定住化と地域社会：群馬県太田・大泉地区を事例
として』お茶の水書房
高麗博物館（編）、2003、『市民がつくる日本・コリア交流史』明石書店
国際研修協力機構、2002、『研修生及び技能実習生の入国・在留管理に関する指針（法務省入国管理局）
　／外国人研修・技能実習事業における研修手当，賃金及び管理費等に関するガイドライン（財団法人
　国際研修協力機構）』
国際研修協力機構、2003a、『外国人研修・技能実習制度概説』
国際研修協力機構、2003b、『外国人研修・技能実習事業実施状況報告：JITCO白書（2003年度版⊃』
国立国語研究所、1998、『敬語教育の基本問題（日本語教育指導参考書17）』大蔵省印刷局
国立国語研究所、2002、『日本語を外から眺める（新「ことば」シリーズ15）』財務省印刷局
駒井洋、1999、『日本の外国人移民』明石書店
駒井洋（監・編）、1995、『定住化する外国人（講座外国人定住問題第2巻）』明石書店
駒井洋（監・編）、2002、『国際化のなかの移民政策の課題（講座グローバル化する日本と移民問題第
　1期第1巻）』明石書店
駒井洋・渡戸一郎・山脇啓造（編）、2000、『超過滞在外国人と在留特別許可：岐路に立っ日本の出入
　国管理政策』明石書店
駒井洋（監）、伊豫谷登士翁・杉原達（編）、1996、『日本社会と移民（講座外国人定住問題第1巻）』
　明石書店
駒井洋（監）、近藤敦（編〉、2002、『外国人の法的地位と人権擁i護（講座グローバル化する日本と移
　民問題第1期第2巻）』明石書店
徐龍達（ソ・ヨンダル）（編）、2003、『21世紀韓朝鮮人の共生ビジョン：中央アジア・uシア・日
　本の韓朝鮮人問題（徐龍達先生古希記念論文集〉』日本評論社
瀬戸弘幸、2000、『外国人犯罪』セントラル出版
高見澤孟（監）、1996、『はじめての目本語教育：日本語教育の基礎知識』アスク／凡人社
田中望、2000、『日本語教育のかなた：異領域との対話』アルク
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チャンドラー、D＆D・クーチニコフ（編）、多田孝志（監訳）、2002、『地球時代の異文化コミュニ
　ケーション・飛び込んでみよう！JETプログラム：「草の根」国際交流と外国語教育の充実をめざし
　て』東洋舘出版社
鄭暎恵（チョン・ヨンへ）、2003、『〈民が代〉斉唱：アイデンテイテイ・国民国家・ジェンダー一』岩
　波書店
東京地裁探検隊（編）、1993、『東京地裁ってどんなところ：裁判の現場ってこんなところイラストガ
　イドマップ』公人社
東京弁護i士会外国人人権救済センター運営委員会（編）、1998、『弁護士による外国人人権救済実例第
　2集：外国人の人権保障を目指して』明石書店
仲尾宏、2003、『Q＆A在日韓国・朝鮮人問題の基礎知識』明石書店
花輪和一、2000、『刑務所の中』青林工藝社
林理、2001、『防災の社会心理学：社会を変え政策を変える心理学』川島書店
100のトラブル解決マニュアル調査研究グループ（編）、1996、『外国人留学生の100のトラブル
　解決マニュアル』凡人社
文化庁文化部国語課、1997a、『技術研修生のための日本語教育Q＆A』大蔵省印刷局
文化庁文化部国語課、1997b、『中国帰国者のための日本語Q＆A』大蔵省印刷局
法務省刑事局外国人関係事犯研究会（編）、1994、『外国人犯罪裁判例集』法曹界
前山隆、1996、『エスニシティとブラジル日系人』お茶の水書房
水野治久、2003、『留学生の被援助志向性に関する心理学的研究』風間書房
文部省、1995、『ようこそ日本の学校へ（平成7年版）：日本語指導が必要な外国人児童生徒の指導資
　料』ぎょうせい
山際澄夫、2003、『拉致の海流』恒文社
山本剛郎、1997、『都市コミュニティとエスニシティ：日系人コミュニティの発展と変容』ミネルヴァ
　書房
山本雅代（編）、2000、　『日本のバイリンガル教育』明石書店
四方田犬彦、2003、『大好きな韓国』ポプラ社
梁秦昊（ヤン・テホ）・川瀬俊治、2001、『知っていますか？在日韓国・朝鮮人問題一問一答（第2版）』
　解放出版社
渡辺雅子（編）、1995a、『共同研究出稼ぎ日系ブラジル人：論文編（就労と生活）』明石書店
渡辺雅子（編）、1995b、　『共同研究出稼ぎ日系ブラジル人：資料編（体験と意識）』明石書店
BALLESCAS，　Maria　Rosario　Piquero，　1993，　Filiρino　En　tθr　taゴn　ers　ゴn　Japan’An　ln　tro　duc　tゴ　on，
　Found∂tゴo刀ヱ『or　Na　tion∂1ゴst　5加ゴゴθ5。ピ＝1994、離β7≒ヂ∠鑑訳7、小森．奮「・宮脇疫・ノ蕩畑P≠読丁7イ
　ノどン女産エンターテ　イナーの置堺ノ劣万書腐ツ
MAKINO　Seiichi　＆　TSUTSUI　Michio，　1995，　A　Pゴctionary　of　lntθrmedia　tθ．ノ’apanese　Grammar　rβP本藷
　一2rtSξS4JR？’中級劒，The　Jap∂n　Titaes．
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正誤表および追記
序章（正誤表）
5頁
6頁
7頁
12頁
13頁
本文上から27行目
本文上から31行目
本文上から35行目
本文上から16行目
本文上から20行目
本文上から21行目
本文上から23行目
本文上から36行目
表番号20／年月旧
表番号24／年月貝
表番号30／見出し
表番号40／内容
41がある6）→　41がある6）
飾ったたこと　→　飾ったこと
22もある7）→　22もある7）
告げるものであり8）→告げるものであり8）
あふれている9）→あふれている9）
以上観たように　→　以上みたように
できるのである10）→　できるのである1°）
渡っていた　→　渡っていった
02．03．20　　→　　03．03．20
02．06．21　→　　03．06．21
書名　→　署名
中国　→　中国人
14頁　参照文献／追加：
奥田道大・鈴木久美子（編）、2001、『エスノポリス・新宿／池袋i：来日10年目
　のアジア系外国人調査記録』バー一ベスト社
宮島喬（編）、2000、『外国人市民と政治参加』有信堂
第3章（正誤表）
41頁
43頁
47頁
48頁
52頁
53頁
54頁
55頁
58頁
60頁
本文上から8行目
本文上から13行目
本文上から9行目
本文上から4行目
本文上から1行目
本文上から4行目
本文上から15行目
本文上から20行目
本文上から23行目
本文上から23行目
本文上から15行目
本文上から30行目
本文上から2行目
文末のスペ・・・…スを詰める
～ならない。で改行
～を参照］で改行
～するとする。で改行
～12：00（2時限）。で改行
ライフ・ステイジ→　ライフ・ステージ
ネット　→ネットワーク
～重要である。で改行
～させられた。で改行
文末のスペースを詰める
ずべて　→　すべて
Sさん　→　Zさん
奇麗　→　綺麗
第5章（追記）
　2004年4月5日に、新潟県弁護士会事務局若林光氏より、新潟県弁護士会において
登録されている通訳人の言語と数、ならびに平成15年度に新潟県弁護士会所属の当番弁
護士が外国人被疑者と接見する際に依頼した通訳人の件数（［］内）に関する資料を入手し
たので、以下掲げておく。
英語7人［2回］、中国・北京11人［9回］、タガログ5人、ベトナム1人、
ペルシャ1人、ウルドー一　1人、ヒンディ1人、ポルトガル・スペイン7人［8回］、
韓国7人［1回］、フランス1人、イタリア1人、ドイツ2人、ロシア4人［9回］、
タイ2人、朝鮮2人、パキスタン2人、パンジャビ2人、マレー語1人、トルコ1人、
ヘブライ1人、インドネシア1人、フィリッピン2人［2回］、モンゴル1人［1回］
